
　

復
活
さ
れ
た
主
イ
エ
ス
に
賛
美
と
栄
光
、
ア
レ

ル
ヤ
！　

こ
の
喜
び
に
先
駆
け
て
、
去
る
三
月
十

日
〜
十
二
日
に
東
マ
レ
ー
シ
ア
の
コ
タ
キ
ナ
バ
ル

で
、
カ
リ
ス
発
足
以
来
初
の
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ

ア
大
陸
コ
ム
ニ
オ
奉
仕
会
会
議
が
開
催
さ
れ
、
日

本
の
全
国
コ
ム
ニ
オ
奉
仕
会
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
私
も
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

二
〇
一
九
年
六
月
九
日
、
聖
霊
降
臨
の
主
日
に
、

教
皇
庁
の
い
の
ち
・
信
徒
・
家
庭
省
に
所
属
す
る

信
徒
団
体
と
し
て
新
し
い
歩
み
を
始
め
た
カ
リ
ス

（CH
A
RIS

、
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
霊
に
よ
る
刷
新
国…

際
奉
仕
会
）。
年
が
明
け
た
二
〇
二
〇
年
、
日
本…

で
も
新
制
カ
リ
ス
に
つ
な
が
る
全
国
コ
ム
ニ
オ
奉

仕
会
の
新
し
い
規
約
作
成
に
旧
全
国
奉
仕
委
員
会

の
有
志
と
共
に
取
り
組
み
始
め
た
矢
先
に
や
っ
て

来
た
の
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で

し
た
。

　

世
界
中
の
時
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
だ
っ
た
三

年
余
。
こ
の
間
、
二
〇
二
〇
年
三
月
に
は
初
代
モ

デ
レ
ー
タ
ー
の
ジ
ャ
ン
＝
リ
ュ
ッ
ク
・
ム
ン
ス
氏

が
家
庭
の
事
情
で
辞
任
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ピ
ノ

・
ス
カ
フ
ー
ロ
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
国
際
コ

ム
ニ
オ
奉
仕
会
は
対
面
で
会
う
こ
と
が
困
難
だ
っ

た
こ
の
期
間
に
定
期
的
に
ズ
ー
ム
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
い
、
本
来
総
会
が
行
わ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
昨

年
十
月
に
よ
う
や
く
ロ
ー
マ
に
集
結
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
総
会
は
今
年
二
〇
二

三
年
十
月
二
九
日
〜
三
一
日
開
催
に
決
定
、
ア
フ

リ
カ
、
ア
メ
リ
カ
（
南
北
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア…

ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
の
四
大
陸
の
コ
ム
ニ
オ
奉
仕

会
で
各
部
門
の
代
表
者
選
出
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
全
国
コ
ム
ニ
オ
奉
仕
会
が
所
属
す
る
ア

ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
大
陸
コ
ム
ニ
オ
奉
仕
会
で
は
、

今
年
の
一
月
末
に
ズ
ー
ム
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

し
、
ユ
ー
ス
代
表
と
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
代
表
の
候
補

者
を
選
出
し
ま
し
た
。
事
前
に
数
名
の
候
補
者
の

履
歴
が
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
ら
れ
て
来
て
、
当
日
は
賛

美
と
祈
り
の
後
に
出
身
国
と
男
女
比
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
な
が
ら
チ
ャ
ッ
ト
で
投
票
す
る
と
い
う
形

で
し
た
。
こ
の
段
階
で
ユ
ー
ス
代
表
が
二
名
、
ミ

ニ
ス
ト
リ
ー
代
表
二
名
が
決
定
し
ま
し
た
。
ユ
ー

ス
代
表
は
三
十
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
全
国

コ
ム
ニ
オ
奉
仕
会
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ミ
ニ
ス
ト

リ
ー
（
特
定
の
目
的
を
持
つ
宣
教
活
動
）
団
体
が

な
い
た
め
、
日
本
か
ら
適
切
な
候
補
者
を
推
薦
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
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東
か
ら
も
西
か
ら
も
聖
な
る
方
の
言
葉
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ

　
（
バ
ル
ク
書
４
・
37
、
５
・
５
）

第
一
回
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
大
陸
コ
ム
ニ
オ
奉
仕
会
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

�

全
国
コ
ム
ニ
オ
奉
仕
会
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

小
熊
晴
代
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い
ざ
、
赤
道
ほ
ぼ
直
下
へ

　

ま
だ
肌
寒
い
三
月
九
日
の
朝
に
成

田
空
港
を
出
発
し
ま
し
た
。
二
〇
一

九
年
十
月
に
ロ
ー
マ
で
三
週
間
に
渡

っ
て
開
講
さ
れ
た
カ
リ
ス
・
リ
ー
ダ

ー
養
成
コ
ー
ス
に
参
加
し
て
以
来
、

三
年
半
ぶ
り
の
渡
航
で
す
。
直
行
便

で
六
時
間
、
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ

ビ
エ
ル
が
日
本
に
来
る
時
に
舟
で
通

過
し
た
南
シ
ナ
海
の
上
空
を
通
過
し
、

気
温
セ
氏
30
度
の
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
に

到
着
し
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
大
陸
内
で

現
在
全
国
コ
ム
ニ
オ
奉
仕
会
が
あ
る

の
は
、
以
下
の
十
七
カ
国
で
す
。
東

か
ら
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
日
本
、
韓
国
、
台
湾
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン

ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ア
ラ
ブ
首
長
国

連
邦
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
バ
ー
レ
ー
ン
、

カ
タ
ー
ル
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
レ

バ
ノ
ン
。
諸
事
情
に
よ
り
欠
席
し
た

ス
リ
ラ
ン
カ
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、

バ
ー
レ
ー
ン
、
レ
バ
ノ
ン
以
外
の
十

三
カ
国
か
ら
十
七
名
、
先
述
の
ユ
ー

ス
代
表
二
名
、
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
代
表

二
名
の
う
ち
一
名
、
計
二
十
名
で
会

議
が
始
ま
り
ま
す
。
前
日
に
は
半
数

以
上
の
参
加
者
が
会
場
の
ホ
テ
ル
に

到
着
し
て
い
た
よ
う
で
、
私
は
到
着

時
刻
の
関
係
で
参
加
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
日
本
の
大
会
の
講
師
と
し

て
二
度
来
日
さ
れ
世
界
中
で
預
言
的

執
り
成
し
を
指
導
し
て
い
る
シ
リ
ル

・
ジ
ョ
ン
さ
ん
や
イ
ン
ド
人
リ
ー
ダ

ー
（
ユ
ー
ス
、
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
代
表
な
ど
）
を
中
心

と
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、
司
教
座
聖
堂

で
『
イ
エ
ス
と
の
出
会
い
を
体
験
す

る
す
ご
い
（incredible

）
夕
べ
』…

と
称
す
る
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
を
実
施
、

数
日
後
に
投
稿
さ
れ
た
教
区
の
Ｆ
Ｂ

に
よ
る
と
、
一
〇
〇
〇
人
の
信
者
が

集
ま
り
、
賛
美
と
礼
拝
、
教
え
と
証

し
、
い
や
し
と
解
放
か
ら
祝
福
を
受

け
た
そ
う
で
す
。

第
一
日　

集
め
ら
れ
る

　

イ
ギ
リ
ス
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の
建

物
の
階
数
の
違
い
に
翻
弄
さ
れ
な
が

ら
受
付
に
た
ど
り
着
き
、
各
国
独
特

の
ア
ク
セ
ン
ト
あ
り
の
英
語
が
飛
び

交
う
和
や
か
賑
や
か
な
昼
食
の
後
に
、

い
よ
い
よ
会
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

毎
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
今
回
の
会

議
の
準
備
を
進
め
て
く
れ
た
地
元
の

契
約
共
同
体
の
メ
ン
バ
ー
が
リ
ー
ド

す
る
賛
美
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
初
日

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
参
加
者
の
自

己
紹
介
と
会
議
全
体
の
流
れ
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
自
己
紹
介
で
は
、

数
名
が
出
身
国
や
現
在
の
奉
仕
の
役

割
に
加
え
て
、「
〇
〇
〇
〇
年
○
月

○
日
に
、
私
は
聖
霊
の
満
た
し
を
体

験
し
ま
し
た
、
私
の
人
生
は
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
」
と
言
わ
れ
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。「
初
め
の
こ
ろ
の…

愛
」（
黙
示
録
２
・
４
）
を
燃
や
し…

続
け
て
い
る
彼
ら
の
顔
は
確
か
に…

輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
後
は
、
車
に
分

乗
し
て
三
十
分
、
小
高
い
丘
の
上
の

住
宅
街
の
一
角
に
あ
る
コ
タ
キ
ナ
バ

ル
大
司
教
区
ジ
ョ
ン
・
ウ
ォ
ン
大
司

教
様
の
私
邸
に
移
動
し
ま
し
た
。
午

後
六
時
に
は
私
邸
内
聖
堂
で
ウ
ォ
ン

大
司
教
様
主
式
に
よ
る
開
催
ミ
サ
に

与
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
同
じ
く
私

邸
内
の
食
堂
に
移
動
し
て
、
大
司
教

様
と
共
に
夕
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
四
旬
節
第
三
金
曜
日
で
、

先
述
の
契
約
共
同
体
の
メ
ン
バ
ー
が

準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
数
種
類
の
お

か
ず
に
肉
料
理
は
な
く
魚
介
類
や
日

本
の
厚
揚
げ
の
よ
う
な
大
豆
製
品
が

中
心
で
し
た
が
、
野
菜
も
た
っ
ぷ
り

で
と
て
も
お
い
し
く
、
大
司
教
様
が

も
て
な
し
の
心
で
出
し
て
く
だ
さ
っ

た
ワ
イ
ン
も
い
た
だ
き
、
ぜ
い
た
く

な
小
斎
日
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
日　

選
び
出
す

　

囲
み
に
あ
る
と
お
り
、
カ
リ
ス
の

規
約
に
従
い
、
祈
り
と
識
別
の
内
に

必
要
な
人
選
が
投
票
に
よ
っ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
一
番
時
間
が
か
か
っ
た

の
が
調
整
チ
ー
ム
の
選
出
で
、
七
人

全
員
が
投
票
権
を
持
つ
十
九
名
の
参

加
者
か
ら
三
分
の
二
、
つ
ま
り
十
三

票
以
上
を
獲
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
教
皇
選
挙
の
コ
ン
ク
ラ
ー
ベ
の

規
則
と
全
く
同
じ
で
、
根
気
強
く
投

票
を
繰
り
返
す
こ
と
六
回
、
私
自
身

を
含
む
七
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

午
後
六
時
に
は
司
教
座
聖
堂
に
移

動
、
四
旬
節
第
四
主
日
の
ミ
サ
に
与

り
ま
し
た
。
主
任
司
祭
と
共
同
司
式

さ
れ
た
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
代
表
の
ボ
ビ

ー
神
父
様
の
も
と
に
は
、
ミ
サ
後
、

前
々
日
の
『
す
ご
い
夕
べ
』
に
参
加
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し
た
と
思
わ
れ
る
信
者
さ
ん
た
ち
が

続
々
集
ま
り
、
挨
拶
を
し
た
り
祝
福

し
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

第
三
日　

遣
わ
さ
れ
る

　

最
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
振
り
返

り
と
全
般
的
質
疑
応
答
、
今
後
の
予

定
の
確
認
で
し
た
。
私
は
、
カ
リ
ス

発
足
以
前
か
ら
あ
る
ア
ジ
ア
・
オ
セ

ア
ニ
ア
の
ユ
ー
ス
同
士
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
が
、
新
た

に
ユ
ー
ス
代
表
に
選
ば
れ
た
二
人
が

ロ
ー
マ
の
ユ
ー
ス
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
、

す
で
に
あ
る
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア

内
の
ユ
ー
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
吸

収
し
て
明
確
化
・
活
性
化
さ
せ
た
い

と
シ
リ
ル
さ
ん
か
ら
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
出
会
い
と
交
わ
り
、
コ
ム

ニ
オ
を
神
に
感
謝
し
、
聖
霊
に
よ
っ

て
キ
リ
ス
ト
に
結
ば
れ
て
い
る
兄
弟

姉
妹
た
ち
は
再
び
東
へ
西
へ
と
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
に
遣
わ
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。

　

今
後
の
カ
リ
ス
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

に
日
本
か
ら
参
加
す
る
こ
と
は
、
八

月
に
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
で
開
催
さ
れ
る

預
言
的
執
り
成
し
養
成
コ
ー
ス
以
外

へ
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
ら
の
た
め
に
祈
り
、

同
じ
キ
リ
ス
ト
の
体
に
属
す
る
兄
弟

姉
妹
の
誰
か
が
強
め
ら
れ
て
神
の
栄

光
を
現
し
て
く
だ
さ
い
と
執
り
成
す

こ
と
は
で
き
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ

で
は
、
日
本
の
全
国
コ
ム
ニ
オ
奉
仕

会
で
も
、
長
年
親
し
ん
で
き
た
「
聖

霊
に
よ
る
生
活
刷
新
セ
ミ
ナ
ー
」（

私
も
44
年
前
、
受
洗
し
た
翌
週
か
ら

初
台
教
会
で
参
加
し
、
聖
霊
の
満
た

し
を
受
け
ま
し
た
）
を
「
セ
ミ
ナ
ー

『
聖
霊
に
生
き
る
』」
い
う
新
た
な…

名
称
と
内
容
で
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
す

る
た
め
準
備
中
で
す
。
コ
ロ
ナ
と
い

う
冬
か
ら
聖
霊
に
生
き
る
春
に
、
共

に
一
歩
ず
つ
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

カリス規約から大陸コムニオ奉仕会に関する条項：
第 12条　機能
大陸コムニオ奉仕会（以下 CSC）の機能は、次のとお
りである。
a)�柔軟性に欠ける堅固な構造によってではなく、心
の一致によって交わり〔コムニオ〕を造り上げる。
b)�カトリック・カリスマ刷新のあらゆる現実を招い
て受け入れ、多様性の中の一致を生きる。
c) 傾聴、共有、識別のための空間を造る。
d) 養成を促進する。
e)�全国コムニオ奉仕会（以下 NSC）がまだ存在しな
い国にその設立を支援する。
第 13条　構成と会議
§1 �CSC はアメリカ、アフリカ、アジア・オセアニア、
ヨーロッパの 4大陸ごとに設立される。

§2 �各 CSC は、各国 NSC の代表者 1名、各大陸に存
在する共同体ネットワーク代表者 1名、各大陸に
存在する福音宣教学校の国際ネットワーク代表者
1名、各大陸内で活動する特定のミニストリーの
代表者２名、30 歳未満のカトリック信者２名か
らなる。

§3 各CSC会議は、少なくとも3年に1回開催される。
第 14条　選挙
§1 �各 CSC は、7 名からなる大陸調整チームを選ぶ。
その機能 は、CSC の活動を促進することである。
大陸調整チームは、少なくとも年に1回会合する。

§2 �選挙は、祈りと識別の精神の内に行われる。CSC
の各メンバーは、選挙で発言し投票する権利を有
する。

§3 �大陸調整チームのメンバーの選挙については、無
記名投票を行う。選挙が有効であるためには、投
票権を持つ者の少なくとも 50パーセントが出席
しなければならず、当選には投票者の 3分の 2
の賛成が必要である。

§4 �CSC のメンバーが役職を離れる場合、後任は他国
の代表でもよい。ただし、出身の地理的バランス
は考慮されなければならない。

§5 �CSC のメンバーは、3年の任期で選出される。連
続して 1回のみ更新可能である。
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アジア・オセアニアの東から西まで、カリス全国コムニオ奉仕
会のある国は 17 カ国

（２０２３年３月現在）

初日の開催ミサ、コタキナバル大司教区ジョン・ウォン大司教
様私邸聖堂にて。

最終日、参加者全員で記念撮影。
最前列左から３人目〜５人目が、今回 C C S C アジア・オセア
ニア大陸コーディネーターに選出された、
Mr. Shayne Bennet, Ms. Fe M. Barino, Chevalier Cyril John. 

１）�アジア・オセアニア大陸代表

（アジア２名、オセアニア１名）

1. Cyril John ( インド )

2. Fe M. Barino ( フィリピン )　

3. Shayne Bennett ( オーストラリア )

２）大陸調整チーム

（上記の大陸代表３名に加えて７名）

1. �Shayne Bennett ( オーストラリア、

調整チームのコーディネーター ) 

2. Cyril John ( インド )

3. Fe M. Barino ( フィリピン )

4. Anthony Lim ( マレーシア )

5. Jun Cruz ( フィリピン )

6. Satyaprakash Patiraj Yadav ( インド )

7. Endie Rahardja ( インドネシア )

8. �Bernadette Beredico ( カタール、書

記 )

9. Haruyo Oguma ( 日本 )

10.� Jerryboy Jacob Pereira( サウジアラ

ビア )

３）司祭・修道者代表（１名）

   Fr. Ken Barker（オーストラリア）　

４）教皇庁認可共同体代表（１名）

　　後日バチカンが選出

５）ユース（30歳未満）代表（１名） 

   Satyaprakash Patiraj Yadav ( インド )

６）ミニストリー代表（１名）

   Fr Thomas Bobby Emprayil ( インド )

７）カリスマ刷新共同体代表（２団体）

   Couples for Christ ( フィリピン )

   Kkottongnae（韓国）

８）カリス国際コムニオ奉仕会のモデ

   レーター候補者

   Cyril John ( インド )
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米
国
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
の
ア
ズ
ベ
リ

ー
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
大
学
で
は
毎
週
水

曜
日
の
朝
10
時
か
ら
大
学
の
講
堂
で

礼
拝
が
行
わ
れ
て
お
り
、
学
生
た
ち

は
単
位
取
得
に
必
要
な
こ
と
か
ら
い

つ
も
そ
こ
に
集
ま
る
の
で
す
が
、
二

〇
二
三
年
二
月
八
日
は
い
つ
も
と
様

子
が
違
い
ま
し
た
。
聖
歌
隊
が
最
後

の
合
唱
を
歌
い
始
め
た
後
、
簡
単
に

は
説
明
で
き
な
い
何
か
が
始
ま
り
ま

し
た
。
学
生
が
い
つ
ま
で
た
っ
て
も

講
堂
を
去
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で

す
。
彼
ら
は
、
静
か
な
が
ら
力
強
い

超
越
的
な
感
覚
に
襲
わ
れ
、
そ
こ
を

離
れ
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
に
留
ま
り
、
礼
拝
を
続
け
た
の

で
す
。
そ
し
て
そ
の
礼
拝
は
な
ん
と

夜
を
徹
し
て
続
け
ら
れ
、
何
十
日
も

続
き
、
他
の
大
学
に
も
飛
び
火
し
始

め
ま
し
た
。
こ
れ
が
ア
ズ
べ
リ
ー
の

リ
バ
イ
バ
ル
の
始
ま
り
で
す
。

　

こ
の
リ
バ
イ
バ
ル
に
つ
い
て
、
カ

リ
ス
の
モ
デ
レ
ー
タ
ー
、
ピ
ノ
・
ス

カ
フ
ー
ロ
氏
が
聖
霊
刷
新
関
係
者
あ

て
に
手
紙
を
出
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

【
ア
ズ
ベ
リ
ー
の
リ
バ
イ
バ
ル
と
私

た
ち
の
祈
り
の
グ
ル
ー
プ
や
契
約
共

同
体
で
の
反
響
に
つ
い
て
】

　

す
で
に
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
二
〇
二
三
年
二
月
八
日
、
ア

ズ
ベ
リ
ー
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
大
学
（
米

国
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
）
の
一
部
の
若

者
た
ち
が
、
学
生
の
た
め
の
祈
り
の

集
い
を
企
画
し
ま
し
た
。
そ
の
日
、

穏
や
か
で
深
い
祈
り
の
精
神
が
キ
ャ

ン
パ
ス
に
浸
透
し
、
今
日
ま
で
礼
拝

が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
ま

す
。
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
ア
ズ
ベ

リ
ー
、
近
隣
の
町
、
他
州
、
他
国
か

ら
も
人
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ア
ズ
ベ
リ
ー
は
人
口
六
千
人
ほ
ど

の
町
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
十
万
人

ほ
ど
の
人
び
と
が
経
験
し
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。CH

A
RIS 

の
メ…

ン
バ
ー
や
支
持
者
の
中
に
は
、
こ
の

体
験
に
参
加
す
る
た
め
に
ア
ズ
ベ
リ

ー
に
足
を
運
び
、
そ
れ
を
目
撃
し
た

人
も
い
る
よ
う
で
す
。

「
礼
拝
で
は
、
大
げ
さ
な
感
情
の
発

散
は
な
く
、
祈
り
を
リ
ー
ド
す
る
個

人
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
な
い
。」

「
ま
る
で
、
み
ん
な
が
集
団
で
祈
り

を
組
み
立
て
て
い
る
か
の
よ
う
で
す

。」「
参
加
者
の
ほ
ぼ
全
員
が
、
神…

の
愛
の
臨
在
と
信
仰
の
活
性
化
を
経

験
し
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。」

　

同
様
の
集
会
は
、
他
の
近
隣
の
諸
大

学
で
も
開
催
さ
れ
、
さ
ら
に
他
の
国
々

で
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

皆
さ
ん
は
、
ア
ズ
ベ
リ
ー
の
リ
バ
イ
バ
ル
を

ご
存
じ
で
す
か
。

【今年開催予定の国際大会のご案内】

５月２日〜５日
「執り成し手世界大会」
開催地　アフリカ・コートジボワー
ル共和国ヤムスクロ
参加申込は３月 31 日で終了、
１０００人強が参加予定。

8月 1日〜6日
「ワールドユースデー　リスボン大
会」
カリスは毎回WYDで何かしらのイ
ベントを担当しています。
詳細は復活の主日後に発表される
そうですが、今年はコンサートを
計画しています。

8月 14日〜19日
「アジアのための預言的執り成し養
成コース」
開催地　マレーシア・コタキナバル
コタキナバル大司教区司教座聖堂
参加申込受付中

10月 29日〜31日
「カリス総会」
開催地　イタリア・ローマ

11月2日〜4日
「カリス特別世界大会　Called, 
Transformed, and Sent（呼ば
れ、変えられ、遣わされ）」
開催地　イタリア・ローマ（バチ
カン　聖パウロホール）
２０２２年４月からオンライン開
講中のカリス総合養成プログラム
（Integral Formation Program、 全
44 コース、昨年 12 月時点で 89
カ国から２５００人以上が受講中）
の修了プログラムの一環として開
催されますが、誰でも参加できま
す。
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エ
ピ
ソ
ー
ド
を
完
全
に
見
極
め
る
の
は

時
期
尚
早
で
す
が
、
確
か
な
こ
と
は
、

神
は
私
た
ち
が
神
の
現
存
と
愛
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
強
く
感
じ
続
け
る
こ
と
を

望
ん
で
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
聖
霊
に
よ
る
刷
新
で
は
、…

こ
の
よ
う
な
リ
バ
イ
バ
ル
と
聖
霊
の
注

ぎ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
よ
く
理
解
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
自
身
が
、
一
九
六
七
年

に
米
国
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の
カ
ト
リ
ッ
ク

校
、
デ
ュ
ケ
イ
ン
大
学
で
起
こ
っ
た
聖

霊
の
注
ぎ
の
実
り
な
の
で
す
か
ら
。

　

ア
ズ
ベ
リ
ー
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
後
、

世
界
中
の
多
く
の
カ
リ
ス
マ
刷
新
グ

ル
ー
プ
に
お
い
て
、
来
る
べ
き
日
々

に
向
け
て
祈
り
と
礼
拝
と
賛
美
の
集

い
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
リ
ス
か
ら
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
し

た
い
の
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

―
私
た
ち
は
、
あ
な
た
が
感
じ
た
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
従
う
こ
と
を

勧
め
ま
す
。

―
今
、
あ
な
た
も
祈
り
な
が
ら
、
恵

み
の
時
を
生
き
て
い
る
兄
弟
姉
妹
と

共
に
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。

―
私
た
ち
は
、
聖
霊
が
お
望
み
の
ま

ま
に
、
お
望
み
の
場
所
で
、
お
望
み

の
時
に
吹
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
こ
で

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
同
じ
よ
う
に

再
現
す
る
の
で
は
な
く
、
礼
拝
し
耳

を
傾
け
る
時
間
を
造
り
、
聖
霊
の
働

き
の
た
め
に
空
間
を
造
る
こ
と
が
重

要
な
の
で
す
。

―
私
た
ち
は
、
神
と
の
個
人
的
な
出

会
い
の
恵
み
を
求
め
続
け
ま
し
ょ
う
。

―
き
っ
と
神
は
私
た
ち
に
多
く
の
こ

と
を
語
り
か
け
、
多
く
の
賜
物
を
与

え
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

―
上
記
の
リ
バ
イ
バ
ル
の
よ
う
に
、

祈
り
を
共
同
体
の
す
べ
き
こ
と
と
し

ま
し
ょ
う
。

―
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す

る
人
た
ち
が
、
常
に
識
別
力
と
慎
重

さ
を
持
ち
、
地
元
の
教
会
と
の
連
帯

の
も
と
で
そ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
よ
う
に
と
願
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
（
カ
ト
リ
ッ
ク

聖
霊
に
よ
る
刷
新
国
際
奉
仕
会
）

モ
デ
レ
ー
タ
ー　

ピ
ノ
・
ス
カ
フ
ー
ロ

【
預
言
的
異
言
の
カ
リ
ス
マ
】

　

最
近
私
は
「
異
言
で
話
す
こ
と
」

に
ま
つ
わ
る
驚
嘆
す
べ
き
報
告
を
耳

に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
カ
ナ
ダ
の

フ
ラ
ン
ス
語
圏
、
セ
ン
ト
・
ロ
ー
レ

ン
ス
運
河
沿
い
に
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
祈
り
の
集
い
で
起
こ
っ
た
こ

と
で
す
。

　

そ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
典
型
的
な
カ

リ
ス
マ
刷
新
の
や
り
方
で
活
発
に
神

を
礼
拝
・
賛
美
し
て
い
ま
し
た
。
一

人
の
女
性
が
他
の
人
々
を
さ
え
ぎ
る

よ
う
に
声
を
上
げ
、
誰
に
も
理
解
で

き
な
い
と
思
わ
れ
る
音
節
を
大
声
で

発
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

聖
堂
の
後
ろ
で
大
き
な
嗚
咽
が
始

ま
り
ま
し
た
。
祈
り
会
の
幾
人
か
の

メ
ン
バ
ー
は
何
事
が
起
こ
っ
た
の
か

と
、
後
方
に
向
か
い
ま
し
た
。
泣
い

て
い
た
男
性
は
中
国
国
籍
の
船
乗
り

で
し
た
。
彼
の
乗
っ
て
い
る
積
載
船

は
数
日
間
、
近
く
の
港
湾
施
設
（
埠

頭
）
に
係
留
さ
れ
て
い
た
の
で
し
た
。

中
国
に
残
し
て
き
た
そ
の
男
の
妻
は

病
気
で
、
死
の
淵
に
あ
り
ま
し
た
。

妻
の
状
況
で
途
方
に
暮
れ
て
い
た
そ

の
船
員
は
、
彼
女
の
た
め
に
祈
ろ
う

と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
や
っ
て
来
た

の
で
す
。
教
会
の
後
ろ
側
に
あ
る
暗

い
片
隅
か
ら
祈
り
を
捧
げ
て
い
た
と

き
に
、
彼
は
席
の
前
の
方
で
集
っ
て

い
た
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
す
一
同
を
目

に
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
彼
ら
が
し

て
い
る
こ
と
に
全
く
注
意
を
払
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
突
然
、

あ
の
女
性
が
彼
の
郷
里
の
方
言
で
は

っ
き
り
と
、
主
が
彼
の
祈
り
を
聞
き

入
れ
、
彼
の
妻
が
癒
さ
れ
た
と
語
る

の
を
聞
い
た
と
い
う
の
で
す
。
小
教

区
の
担
当
司
祭
は
こ
れ
を
聞
き
つ
け

て
や
っ
て
来
て
、
そ
の
男
を
司
祭
館

に
連
れ
て
行
き
、
留
守
宅
に
電
話
を

さ
せ
ま
し
た
。
船
乗
り
が
家
族
と
連

絡
が
取
れ
た
と
き
に
、
人
々
が
泣
き

叫
ん
で
い
る
の
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

異
言
の
カ
リ
ス
マ
の
二
つ
の
体
験
―

�
ジ
ム
・
マ
ー
フ
ィ
ー
氏
に
よ
る
証
し

�

～
「
ペ
ン
テ
コ
ス
ト
・
ト
ゥ
デ
ィ
」
誌
二
〇
二
二
年
第
二
号
の
掲
載
記
事
～
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「
女
房
は
今
、
亡
く
な
っ
た
ば
か
り

な
の
か
」
と
訊
ね
ま
し
た
。「
い
や
、

あ
ん
た
の
奥
さ
ん
は
死
ん
で
い
な
い

」
と
の
返
事
で
し
た
。
実
は
15
分
ほ

ど
前
に
彼
女
は
両
目
を
急
に
開
い
た

の
で
し
た
。
彼
女
は
昏
睡
状
態
か
ら

覚
め
て
、
す
っ
か
り
元
気
に
な
っ
て

い
た
の
で
す
。

　

何
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
！　

こ

れ
は
預
言
を
伴
っ
た
、
し
か
も
奇
跡

の
効
験
を
持
つ
異
言
の
わ
か
り
や
す

い
実
例
の
一
つ
で
す
。
言
う
ま
で
も

な
く
、
そ
の
船
乗
り
と
妻
、
中
国
に

い
る
家
族
、
そ
し
て
あ
の
小
さ
な
フ

ラ
ン
ス
語
圏
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

全
員
が
神
の
力
強
い
御
力
を
確
信
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
異
言
に
よ
る
祈
り
の
カ
リ
ス
マ
】

　

私
が
主
か
ら
受
け
た
最
も
有
益
な

賜
物
の
中
の
一
つ
は
異
言
の
カ
リ
ス

マ
で
あ
り
、
特
に
「
聖
霊
に
よ
る
祈

り
」
で
す
。
こ
れ
は
グ
ル
ー
プ
を
築

き
上
げ
る
た
め
の
賜
物
と
い
う
よ
り

も
、
個
々
人
を
築
き
上
げ
る
た
め
の

も
の
な
の
で
す
。

「
同
じ
よ
う
に
、
聖
霊
も
わ
た
し
た

ち
の
弱
さ
を
助
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
祈
る
べ

き
か
を
知
り
ま
せ
ん
が
、
聖
霊
ご
自

身
が
、
言
葉
に
表
せ
な
い
う
め
き
を

通
し
て
、
わ
た
し
た
ち
の
た
め
に
執

り
な
し
て
く
だ
さ
る
の
で
す
」（
ロ

ー
マ
８
・
26−

27
）。

　

私
は
聖
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
教

皇
と
共
に
そ
の
私
的
な
礼
拝
堂
で
ミ

サ
に
与
っ
た
と
き
の
こ
と
を
つ
ぶ
さ

に
思
い
出
し
ま
す
。
聖
体
を
拝
領
し

た
あ
と
、
教
皇
様
は
跪
き
台
に
向
か

い
、
そ
こ
に
身
を
沈
め
る
と
深
い
祈

り
の
境
位
へ
と
入
っ
て
行
か
れ
た
も

の
で
し
た
。
そ
し
て
す
ぐ
後
で
、
喉

の
深
い
と
こ
ろ
か
ら
う
め
き
声
を
出

し
始
め
ら
れ
、
と
き
ど
き
「
理
解
で

き
な
い
単
語
」
か
ら
な
る
短
い
音
節

を
つ
ぶ
や
か
れ
た
の
で
す
。
わ
た
し

は
同
席
し
て
い
た
あ
る
人
の
方
へ
身

を
か
が
め
て
「
教
皇
様
が
何
を
祈
っ

て
お
ら
れ
る
の
か
、
聞
き
取
れ
ま
す

か
？
」
と
尋
ね
ま
し
た
。
す
る
と
さ

さ
や
く
よ
う
な
小
声
で
こ
う
返
答
が

あ
っ
た
の
で
す
。「
そ
う
で
す
ね
。

ま
ぁ
、
お
伝
え
し
て
お
き
ま
す
が
、

（
あ
の
言
葉
は
）
ラ
テ
ン
語
で
は
な

く
、
イ
タ
リ
ア
語
で
も
な
く
、
確
実

に
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
語
で
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
。」

　

聖
霊
に
よ
る
祈
り
は
、
普
段
か
ら

絶
え
ず
物
を
考
え
る
癖
の
あ
る
私
の

よ
う
な
人
間
に
と
っ
て
お
誂
（
あ
つ

ら
）
え
向
き
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。

聖
霊
に
よ
る
祈
り
は
、
も
し
あ
な
た

が
望
む
な
ら
ば
、
知
性
を
「
迂
回
」

し
て
、
個
人
の
魂
を
聖
霊
と
深
く
一

致
さ
せ
る
の
で
す
。
怖
れ
や
憤
懣
（

ふ
ん
ま
ん
）、
誘
惑
や
疑
い
が
私
の

思
い
を
責
め
立
て
る
と
き
に
、
聖
霊

に
よ
る
祈
り
は
、
大
嵐
の
さ
な
か
で

私
を
支
え
て
く
だ
さ
る
聖
霊
と
私
が

親
密
な
絆
を
結
べ
る
よ
う
に
し
て
く

れ
る
の
で
す
。

　

私
は
こ
う
し
た
現
象
そ
れ
自
体
に

は
さ
ほ
ど
感
銘
を
受
け
な
い
の
で
す

が
、
御
父
に
向
か
う
祈
り
中
で
私
に

同
伴
し
て
く
だ
さ
る
ほ
ど
に
、
私
を

愛
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
神
の
霊
に

圧
倒
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
祈
り
を
長
く
続
け
て

い
る
と
、
自
分
が
平
和
と
観
想
が
支

配
す
る
心
の
奥
底
へ
と
引
き
入
れ
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
私

の
精
神
が
把
握
で
き
な
い
も
の
を
私

の
霊
が
体
験
す
る
の
で
す
。
私
が
自

分
の
知
性
で
は
垣
間
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
を
私
の
心
は
見
つ
め
て

い
ま
す
。
私
が
論
証
に
よ
っ
て
は
と

て
も
到
達
で
き
な
い
領
域
に
つ
い
て
、

私
の
魂
は
悟
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
ど
の
よ
う
に
祈
る
べ
き
か
わ
か
ら

な
い
」
と
き
に
、
自
分
が
あ
る
意
向

の
た
め
に
御
父
の
み
前
で
嘆
願
す
る

の
を
助
け
て
く
だ
さ
る
と
、
私
は
「

呻
き
と
言
葉
」
の
内
に
聖
霊
に
信
頼

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
し
、
私

た
ち
が
過
去
数
年
以
上
に
わ
た
り
何

が
し
か
を
学
ん
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
様
々
な
出
来
事
に
つ
い
て
の
私
た

ち
の
視
座
や
理
解
、
い
や
知
識
さ
え

も
が
本
当
に
制
約
さ
れ
た
も
の
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
で
も
聖
霊
は
よ
く

知
っ
て
お
ら
れ
、
私
た
ち
の
心
を
御

父
の
も
と
に
ど
の
よ
う
に
導
く
べ
き

か
を
ご
存
じ
で
す
。

　

聖
霊
に
よ
っ
て
祈
る
と
き
に
は
、

私
は
神
が
温
か
い
心
を
お
持
ち
に
な

っ
た
人
格
的
な
お
方
で
あ
る
こ
と
が

一
層
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
神
が
な
さ

っ
て
い
る
こ
と
を
知
解
す
る
と
い
う

よ
り
は
、
神
が
ど
の
よ
う
な
お
方
で

あ
る
か
に
つ
い
て
認
識
す
る
の
で
す
。

そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
駆
使
し
て

御
自
身
の
栄
光
と
、
私
た
ち
に
対
す
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る
深
い
愛
を
啓
示
さ
れ
る
神
に
つ
い

て
一
層
自
覚
的
に
な
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
。

＊
ジ
ム
・
マ
ー
フ
ィ
ー
氏
は
、
一
九

七
一
年
に
ア
ラ
ス
カ
で
砂
金
の
選
鉱
中

に
聖
霊
と
個
人
的
に
遭
遇
し
ま
し
た
。…

米
国
の
全
国
奉
仕
チ
ー
ム
の
議
長
、…

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｓ
Ｃ
の
ユ
ー
ス
担
当
委
員
会
議…

長
を
務
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
会
長
に
も
な…

り
、
Ｃ
Ｃ
Ｒ
の
世
界
規
模
の
指
導
チ…

ー
ム
と
し
て
も
奉
仕
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
ご
自
身
の
恵
み
に
よ
っ
て
わ
た
し�

た
ち
の
う
ち
に
信
仰
を
芽
生
え
さ
せ
、

唯
一
の
御
父
と
そ
の
御
父
が
遣
わ
さ

れ
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
知
る
と

い
う
新
し
い
い
の
ち
を
私
た
ち
に
得

さ
せ
る
の
は
、
ほ
か
で
も
な
い
聖
霊

な
の
で
す
」（『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会�

の
カ
テ
キ
ズ
ム
』（
以
下C

C
C

と�

略
称
）、
六
八
四
項
）

　

毎
年
、
典
礼
暦
に
お
い
て
私
た
ち

は
「
三
位
一
体
の
祭
日
」
を
荘
厳
に

祝
い
ま
す
。
こ
の
祝
い
は
聖
霊
降
臨

祭
直
後
の
主
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
神

学
的
に
言
え
ば
、
こ
れ
は
聖
霊
降
臨

に
お
け
る
聖
霊
の
到
来
と
と
も
に
「

聖
三
位
が
完
全
に
啓
示
さ
れ
」（C…

CC 

七
三
二
項
）、
神
の
各
位
格
と…

の
関
わ
り
へ
の
門
戸
が
広
く
開
か
れ

る
か
ら
な
の
で
す
。
フ
ラ
ン
ク
・
シ

ー
ド
（
訳
注
：
フ
ラ
ン
シ
ス
・
シ
ー

ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
弁
護

士
、
作
家
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
神
学

者
、
米
国
で
逝
去
）
は
、
こ
の
神
の

「
も
っ
と
も
隠
れ
た
内
奥
」
の
啓
示

（CCC 
二
二
一
項
）
を
、「
閉
ざ…

さ
れ
た
円
環
が
突
然
開
か
れ
、
障
壁

が
打
ち
倒
さ
れ
、
神
の
広
大
な
内
的

生
命
全
体
が
わ
た
し
た
ち
を
招
き
入

れ
る
」
こ
と
で
あ
る
と
描
写
し
て
い

ま
す
。
聖
霊
の
到
来
は
私
た
ち
を
す

べ
て
の
真
理
（
ヨ
ハ
ネ
16
・
12

－

13

）
―
父
・
子
・
聖
霊
と
し
て
の
神
が
、

ど
ん
な
お
方
で
あ
る
か
、
と
い
う
真

理
―
へ
と
導
き
入
れ
、
洗
礼
を
受
け

た
私
た
ち
が
三
位
一
体
の
各
位
格
と

の
生
け
る
関
わ
り
を
知
り
、
か
つ
体

験
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
信
仰
の
実
践
面
に
お
い

て
は
多
く
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
に
と

っ
て
三
位
一
体
の
主
日
は
縁
遠
い
教

義
の
一
つ
あ
り
、
現
実
の
生
活
に
は

ほ
と
ん
ど
影
響
が
な
い
真
理
と
見
な

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
し
か

し
ラ
ッ
ツ
ィ
ン
ガ
ー
枢
機
卿
（
の
ち

の
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
16
世
）
は
、

三
位
一
体
の
教
え
は
単
な
る
知
的
な

概
念
で
あ
る
こ
と
を
遥
か
に
超
え
て

お
り
、「
…
知
的
に
考
案
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
体
験
か
ら
生

ま
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い

ま
す
。
三
位
一
体
の
関
わ
り
の
中
で

成
長
す
る
と
い
う
、
こ
の
体
験
こ
そ

が
「
聖
霊
に
よ
る
洗
礼
」
の
恵
み
が

過
去
五
十
年
余
り
の
間
、
何
百
万
の

人
々
に
と
っ
て
人
生
の
大
変
革
を
も

た
ら
し
た
現
場
な
の
で
す
。

　

カ
ン
タ
ラ
メ
ッ
サ
神
父
（
現
在
は

枢
機
卿
）
は
、
こ
の
体
験
を
要
約
し

て
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
聖
霊
の
臨
在
が
新
た
な
力
強
い
仕

方
で
、
例
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
『
聖
霊

に
よ
る
洗
礼
』
に
お
い
て
感
じ
ら
れ

る
と
き
に
は
い
つ
で
も
、
そ
れ
に
巻

き
込
ま
れ
る
人
々
は
三
位
一
体
の
新

た
な
発
見
に
間
違
い
な
く
到
達
し
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
発
見
は
体
験
的

で
生
き
生
き
し
て
お
り
、
抽
象
的
な

神
学
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
祈

り
が
三
位
一
体
的
に
な
る
の
で
す
」。

最
近
年
に
教
会
か
ら
「
教
会
博
士
」

の
称
号
を
授
与
れ
た
聖
イ
レ
ネ
オ
は
、

『
使
徒
た
ち
の
使
信
の
説
明
』
の
中

で
私
た
ち
の
祈
り
に
お
け
る
こ
の
三

位
一
体
的
な
運
動
に
つ
い
て
、
こ
う

述
べ
て
い
ま
す
。「
神
の
霊
を
持
つ

人
は
み
こ
と
ば
で
あ
る
御
子
の
も
と

に
導
か
れ
、
御
子
は
彼
ら
を
御
父
に

さ
さ
げ
、
御
父
は
不
死
の
い
の
ち
を

彼
ら
に
お
与
え
な
り
ま
す
」（CC…

C

六
八
三
）。
カ
ン
タ
ラ
メ
ッ
サ
師

は
続
け
て
「
家
族
」
と
い
う
寓
意
を

使
っ
て
こ
う
述
べ
ま
す
。「
一
つ
の

家
族
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
家
族
の…

メ
ン
バ
ー
が
私
た
ち
を
愛
し
て
お
り
、

彼
ら
（
の
お
一
人
）
が
本
当
に
熱
心

聖
霊
に
よ
る
洗
礼
は
、
私
た
ち
を
聖
三
位
一
体
の�

新
し
い
体
験
へ
と
覚
醒
さ
せ
ま
す

　

�

エ
マ
ヌ
エ
ル
・
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
神
父

�

～
『
ペ
ン
テ
コ
ス
ト
・
ト
ゥ
デ
イ
』
誌
・
二
〇
二
二
年
第
二
号
か
ら
～
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聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、
新
約

聖
書
は
旧
約
聖
書
の
う
ち
に
隠
さ
れ
、

旧
約
聖
書
は
新
約
聖
書
の
中
で
啓
示

さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

【
エ
デ
ン
の
園
―
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
園
】

⒜�　

第
一
の
ア
ダ
ム
は
そ
の
生
涯
を

　

エ
デ
ン
の
園
で
始
め
た
が
、
新
し

　

い
最
後
の
ア
ダ
ム
（
一
コ
リ
ン
ト

　

15
・
45
）
で
あ
る
イ
エ
ス
は
、
今

　

や
地
上
で
の
生
涯
の
終
わ
り
に
ゲ

　

ッ
セ
マ
ネ
の
園
に
や
っ
て
来
る
。

⒝　

ア
ダ
ム
の
高
慢
の
高
み
―
キ
リ

　

ス
ト
の
謙
遜
の
深
み

⒞　

ア
ダ
ム
の
背
き
―
キ
リ
ス
ト
の

　

従
順

⒟　

ア
ダ
ム
は
誘
惑
に
屈
服
し
た
―

　

キ
リ
ス
ト
は
誘
惑
を
克
服
し
た
。

⒠　

ア
ダ
ム
は
神
の
御
旨
を
破
っ
た

　

―
キ
リ
ス
ト
は
神
の
御
旨
を
果
た

　

し
た
。

⒡　

ア
ダ
ム
は
罪
を
犯
し
た
―
キ
リ

　

ス
ト
は
罪
を
克
服
し
た
。

⒢　

ア
ダ
ム
は
堕
落
―
キ
リ
ス
ト
は

　

贖
い
と
克
服

⒣　

楽
園
は
ア
ダ
ム
ゆ
え
に
失
わ
れ

　

た
―
楽
園
は
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て

　

取
り
戻
さ
れ
た
。

⒤　

ア
ダ
ム
は
神
か
ら
離
反
し
死
を

に
他
の
お
二
方
に
私
た
ち
を
紹
介
し

た
い
と
望
ん
で
お
ら
れ
る
と
い
う
感

覚
が
私
た
ち
に
は
あ
り
ま
す
」
と
。

　
「
聖
霊
に
よ
る
洗
礼
」
の
こ
の
体

験
は
、
し
ば
し
ば
、
洗
礼
に
お
い
て

「
神
の
子
と
さ
れ
た
」
恵
み
が
生
き

生
き
し
た
も
の
と
な
り
、
今
や
私
は

三
位
一
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
お
方
と
独

特
か
つ
具
体
的
な
形
で
関
わ
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

御
父
は
私
の
必
要
を
気
遣
い
、
御
自

身
の
子
供
と
し
て
の
私
に
配
慮
さ
れ

る
お
方
と
し
て
体
験
さ
れ
ま
す
。
御

子
と
し
て
の
イ
エ
ス
は
、
私
を
救
い

出
し
て
御
父
に
依
存
し
な
が
ら
生
き

る
仕
方
を
教
示
し
な
が
ら
、
生
涯
を

通
じ
て
私
と
一
緒
に
歩
む
兄
で
す
。

そ
し
て
聖
霊
は
私
を
鼓
舞
し
な
が
ら
、

私
の
罪
を
指
摘
し
、
あ
わ
れ
み
と
絶

え
ざ
る
変
容
の
恵
み
を
体
験
で
き
る

よ
う
に
、
私
を
回
心
へ
と
導
く
弁
護

者
な
の
で
す
。

　

現
代
世
界
に
お
い
て
「
聖
霊
よ
る

洗
礼
」
が
果
た
す
役
割
を
神
学
的
に

省
察
す
る
に
つ
れ
て
、
私
た
ち
は
、

神
を
位
格
的
に
あ
る
が
ま
ま
に
、
つ

ま
り
、
一
つ
の
神
的
本
性
を
分
か
ち

合
い
な
が
ら
全
く
異
な
る
三
つ
の
位

格
と
し
て
認
識
す
る
よ
う
に
私
た
ち

を
助
け
る
恵
み
と
し
て
、「
聖
霊
に

よ
る
洗
礼
」
の
不
可
欠
な
重
要
性
を

認
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
一
に
し
て
三
に
ま
し
ま
す
神
の
体

験
は
、
私
た
ち
に
自
分
た
ち
が
住
む
、

断
片
化
し
分
断
さ
れ
た
世
界
の
中
で
、

神
の
「
交
わ
り
と
し
て
の
い
の
ち
」

に
思
い
を
向
け
る
よ
う
呼
び
か
け
て

お
り
、
そ
の
恵
み
よ
っ
て
努
力
を
重

ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
唯
一
無
二
の

ユ
ニ
ー
ク
な
個
々
人
と
し
て
の
私
た

ち
の
様
々
な
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

よ
り
大
い
な
る
相
互
の
一
致
の
内
に

生
き
る
よ
う
に
招
い
て
い
る
の
で
す
。

新
し
い
千
年
期
の
始
ま
り
に
あ
た
っ

て
、
聖
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
は
、

す
べ
て
の
信
仰
者
に
、
こ
の
三
位
一

体
的
な
神
秘
を
生
き
抜
く
こ
と
に
お

い
て
刷
新
さ
れ
る
よ
う
に
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。「
交
わ
り
の
霊
性
は
、

ま
ず
何
よ
り
、
私
た
ち
の
う
ち
に
住

ん
で
お
ら
れ
る
三
位
一
体
の
神
秘
に

向
か
う
心
の
ま
な
ざ
し
を
指
し
、
そ

の
神
秘
の
光
を
、
私
た
ち
の
そ
ば
に

い
る
兄
弟
姉
妹
の
顔
の
上
に
も
輝
く

も
の
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」（
使
徒
的
書
簡

『
新
千
年
期
の
初
め
に
』
43
項
）。
聖

霊
降
臨
に
お
け
る
「
聖
霊
の
注
ぎ
」

は
根
本
的
に
、
私
た
ち
を
「
交
わ
り

と
し
て
の
い
の
ち
」
を
生
き
る
こ
と

へ
と
導
く
も
の
な
の
で
す
。

＊
筆
者
エ
マ
ヌ
エ
ル
・
マ
ン
ス
フ
ォ

ー
ド
神
父
は
、
米
国
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
パ
タ
ー
ソ
ン
に
あ
る
聖
ミ
カ

エ
ル
修
道
院
に
在
住
す
る
「
刷
新
の

男
子
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
（
Ｃ
Ｆ

Ｒ
）」
の
会
員
で
あ
り
、
現
在
は
同

修
道
会
会
員
の
た
め
の
養
成
担
当
主

任
を
務
め
る
。
神
学
院
で
の
修
士
論

文
の
テ
ー
マ
は
「
聖
霊
に
よ
る
洗
礼

―
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
見
た
視
点

の
研
究
」
で
し
た
。

園
に
お
け
る
苦
悶
（
マ
タ
イ
26
・
36

－

46
、
マ
ル
コ

14
・
32

－

42
、
ル
カ
22
・
39

－

46
、
ヨ
ハ
ネ
18
・
１

－

11
）

　
　
　

カ
ル
ロ
ス
・
デ
ス
ー
ザ
（
ム
ン
バ
イ
）
に
よ
る
論
考

�

～
『
カ
リ
ス
イ
ン
デ
ィ
ア
』
誌
二
〇
二
三
年
三
月
号
に
掲
載
～
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も
た
ら
し
た
―
キ
リ
ス
ト
は
わ
れ

　

わ
れ
を
神
と
和
解
さ
せ
、
永
遠
の

　

い
の
ち
を
獲
得
し
た
。

⒥　

ア
ダ
ム
に
よ
る
経
験
は
ま
ず
快

　

楽
と
喜
び
、
そ
れ
か
ら
苦
し
み
―

　

キ
リ
ス
ト
に
よ
る
経
験
は
ま
ず
苦

　

悶
、
そ
れ
か
ら
復
活
に
よ
る
栄
光

⒦　

ア
ダ
ム
は
神
か
ら
身
を
隠
す
―

　

キ
リ
ス
ト
は
神
と
敵
対
者
に
対
し

　

て
自
ら
を
現
わ
す
。

⒧　

獣
が
屠
ら
れ
、
皮
の
衣
を
作
る

　

た
め
に
血
が
流
さ
れ
た
（
創
世
記

　

３
・
21
）
―
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て

　

血
が
流
さ
れ
（
ル
カ
22
・
44
）
汗

　

が
血
の
滴
り
の
よ
う
に
落
ち
た
。

⒨　

神
は
ア
ダ
ム
を
エ
デ
ン
か
ら
追

　

放
す
る
た
め
に
天
使
を
派
遣
し
た

　
（
創
世
記
３
・
24
）
―
神
は
キ
リ

　

ス
ト
に
仕
え
る
た
め
に
天
使
を
遣

　

わ
さ
れ
た
。

⒩　

剣
が
引
き
抜
か
れ
た
（
創
世
記

　

３
・
24
）
―
引
き
ぬ
か
れ
た
剣
が

　

さ
や
に
戻
さ
れ
た
。

１
．
イ
エ
ス
は
弟
子
た
ち
に
彼
と
と

　

も
に
同
行
し
、
自
分
た
ち
の
た
め

　

に
も
祈
る
よ
う
に
求
め
ま
す
。

　

イ
エ
ス
は
私
た
ち
を
必
要
と
し
ま

せ
ん
が
、
私
た
ち
に
彼
の
祈
り
の
仲

間
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。
彼
は
私
た
ち
に
人
類
の
救
い
の

た
め
に
彼
と
同
行
し
て
欲
し
い
の
で

す
。
執
り
成
し
の
奉
仕
は
人
目
に
つ

く
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
る
中
心

的
な
奉
仕
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
も

あ
な
た
が
同
行
し
て
い
る
の
を
知
ら

ず
、
誰
も
あ
な
た
が
祈
っ
て
い
る
の

を
見
る
こ
と
も
な
い
裏
方
の
奉
仕
で

す
。
そ
れ
は
時
と
し
て
挑
戦
的
で
困

難
な
、
無
味
乾
燥
な
奉
仕
な
の
で
す
。

　

果
た
し
て
私
は
、
自
分
の
安
楽
な
境

地
か
ら
抜
け
出
し
て
、
執
り
成
し
手
に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

２
．
イ
エ
ス
は
深
く
悲
し
ま
れ
、
死

　

ぬ
ほ
ど
ま
で
に
嘆
か
れ
ま
す
。

　

彼
は
、
十
字
架
に
い
た
る
ま
で
担
お

う
と
こ
の
世
の
罪
の
重
荷
を
経
験
し
て

い
ま
す
。
果
た
し
て
私
は
こ
の
よ
う
な

重
荷
を
イ
エ
ス
と
分
か
ち
合
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
私
の
悲
し
み
は
表
面

的
で
、
浅
薄
で
、
う
わ
べ
の
レ
ベ
ル
に

過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

あ
る
い
は
、
私
が
自
分
自
身
を
否

定
し
、
自
分
の
十
字
架
を
取
り
上
げ

て
、
死
に
至
る
ま
で
も
イ
エ
ス
に
従

お
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
真
実
で
誠

実
で
し
ょ
う
か
？

３
．
イ
エ
ス
は
苦
し
み
の
杯
を
体
験

　

さ
れ
ま
し
た
。

　

苦
し
み
は
私
た
ち
の
生
活
の
中
で

の
決
然
た
る
現
実
で
す
。
何
び
と
も

苦
し
み
を
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
物
理
的
、
情
緒
的
、
精

神
的
、
あ
る
い
は
心
理
的
な
も
の
で

あ
り
え
ま
す
。
苦
し
み
は
理
解
さ
れ

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
が
、
生
き
ぬ

か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
神
秘
で
す
。

苦
し
み
は
ご
み
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
そ
れ
を
見
た
り
、
匂
い
を

か
い
だ
り
、
触
れ
た
り
、
味
わ
っ
た

り
、
そ
れ
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
を

好
み
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
ご

み
は
、
植
物
や
穀
物
の
成
長
に
と
っ

て
優
れ
た
肥
料
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。
同
じ
よ
う
に
、
苦
し
み
は
、

キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
お
け
る
私
た

ち
の
霊
的
な
成
長
に
と
っ
て
優
れ
た

肥
料
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
で
す
。

４
．
イ
エ
ス
は
父
の
御
旨
を
果
た
さ

　

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
苦
し
み
の
最
中
に
あ
っ
て
、

イ
エ
ス
は
神
の
御
旨
を
行
う
た
め
に
、

ご
自
身
を
あ
け
渡
し
ま
し
た
。
わ
た

し
の
食
べ
物
と
は
、
私
を
遣
わ
さ
れ

た
方
の
御
旨
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
業
を
完
成
す
る
こ
と
で
あ
る
（

ヨ
ハ
ネ
４
・
34
）
と
。
十
字
架
上
で

イ
エ
ス
は
、「
成
し
遂
げ
ら
れ
た
」

と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
ヨ
ハ

ネ
19
・
30
）。
イ
エ
ス
は
ま
た
、
わ

た
し
が
天
か
ら
降
っ
て
来
た
の
は
、

自
分
の
意
志
を
行
う
た
め
で
は
な
く
、

わ
た
し
を
お
遣
わ
し
に
な
っ
た
方
の
御

心
を
行
う
た
め
で
あ
る
と
も
言
わ
れ

ま
し
た
（
ヨ
ハ
ネ
６
・
38
）。
自
分
自

身
の
生
活
の
中
で
ま
さ
に
し
ば
し
ば

私
は
、
自
分
に
好
ま
し
い
こ
と
を
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
御
国
が

来
ま
す
よ
う
に
、
で
も
私
の
思
い
が
な

さ
れ
ま
す
よ
う
に
と
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

聖
ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書
の
中
で
は
、

現
実
的
な
苦
悶
は
言
及
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
聖
ヨ
ハ
ネ
は
イ
エ
ス
を
、
逮

捕
以
前
の
状
況
を
全
面
的
に
制
御
し

て
い
る
人
と
し
て
描
い
て
い
ま
す
。

　

彼
ら
は
灯
火
や
松
明
を
持
っ
て
や

っ
て
来
ま
す
。
灯
火
や
松
明
は
人
工

の
光
で
す
。
太
陽
や
月
の
光
は
自
然

の
光
で
す
。
そ
し
て
イ
エ
ス
は
世
界

を
照
ら
す
超
自
然
の
光
で
す
。
灯
火

や
松
明
を
か
か
げ
て
世
の
光
で
あ
る

イ
エ
ス
に
打
ち
勝
と
う
と
し
て
い
る

様
子
を
想
像
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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彼
ら
は
ナ
ザ
レ
の
人
イ
エ
ス
を…

探
し
に
来
て
、「
わ
た
し
で
あ
る
」…

神
に
出
会
う
の
で
す
。
と
い
う
の
は
、

イ
エ
ス
が
「
わ
た
し
が
そ
の
人
で
あ

る
」
と
言
わ
れ
た
と
き
、
彼
ら
は
後

ず
さ
り
し
て
、
地
面
に
倒
れ
伏
す
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
ひ
と
が
力
強
い

神
の
面
前
に
あ
っ
て
大
地
に
倒
れ
伏

す
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

　

イ
エ
ス
は
容
易
に
逃
げ
出
し
て
、

周
囲
の
暗
闇
に
隠
れ
る
こ
と
が
で
き

た
で
し
ょ
う
。
彼
は
そ
の
よ
う
に
は

せ
ず
、
宗
教
や
統
治
の
権
威
者
た
ち

に
対
し
て
ご
自
分
を
呈
示
し
ま
す
。

そ
し
て
彼
ら
に
、
わ
た
し
を
捜
し
て

い
る
の
な
ら
、
他
の
者
た
ち
を
去
ら

せ
る
よ
う
に
と
告
げ
て
い
ま
す
。
イ

エ
ス
は
ご
自
分
に
属
す
る
者
た
ち
の

安
全
を
計
る
真
の
指
導
者
で
す
。
自

分
の
群
れ
の
安
全
を
計
る
真
の
羊
飼

い
な
の
で
す
。

【
予
表
論
：
イ
エ
ス
は
旧
約
聖
書
の

ヨ
セ
フ
を
前
兆
と
す
る
新
し
い
啓
示

で
す
】

ａ
．
ヨ
セ
フ
は
父
親
ヤ
コ
ブ
の
愛
す

　

る
息
子
で
あ
っ
た
―
イ
エ
ス
は
御

　

父
の
愛
す
る
子
で
あ
っ
た
。

ｂ
．
ヨ
セ
フ
の
兄
弟
た
ち
は
彼
を
妬

　

ん
だ
―
宗
教
上
の
権
威
者
た
ち
は

　

イ
エ
ス
を
妬
ん
だ
。

ｃ
．
ヨ
セ
フ
を
殺
そ
う
と
し
た
―
イ

　

エ
ス
を
殺
そ
う
と
し
た
。

ｄ
．
ヨ
セ
フ
を
銀
貨
20
枚
で
売
り
払

　

っ
た
―
イ
エ
ス
を
銀
貨
30
枚
で
売

　

り
渡
し
た
。

ｅ
．
ヨ
セ
フ
は
ユ
ダ
に
よ
っ
て
売
ら

　

れ
た
―
イ
エ
ス
は
ユ
ダ
に
よ
っ
て

　

売
ら
れ
た（
ギ
リ
シ
ア
語
のJudas

　

と
ヘ
ブ
ラ
イ
語
のJudah

は
同
じ

　

名
前
で
あ
る
）。

ｆ
．
ヨ
セ
フ
は
異
邦
人
に
売
ら
れ
た

　

―
イ
エ
ス
は
異
教
徒
で
あ
る
ロ
ー

　

マ
人
に
売
ら
れ
た
。

ｇ
．
ヨ
セ
フ
は
偽
っ
て
誘
惑
の
嫌
疑

　

を
か
け
ら
れ
た
―
イ
エ
ス
も
権
威

　

者
た
ち
か
ら
偽
っ
て
非
難
さ
れ
た
。

ｈ
．
ヨ
セ
フ
は
牢
獄
に
送
ら
れ
た
―

　

イ
エ
ス
は
死
刑
を
宣
告
さ
れ
た
。

ｉ
．
ヨ
セ
フ
は
フ
ァ
ラ
オ
の
側
近
に

　

起
用
さ
れ
た
―
イ
エ
ス
は
死
者
の

　

う
ち
か
ら
立
ち
上
が
り
御
父
の
右

　

の
坐
に
つ
い
た
。

ｊ
．
ヨ
セ
フ
は
飢
饉
の
あ
い
だ
自
国

　

民
と
異
邦
世
界
の
両
方
に
穀
物
を

　

提
供
し
た
―
イ
エ
ス
は
ユ
ダ
ヤ
人

　

に
も
異
邦
人
に
も
救
い
を
も
た
ら

　

し
た
。

ｋ
．
ヨ
セ
フ
は
パ
ン
の
基
と
な
る
小

　

麦
を
提
供
し
た
―
イ
エ
ス
は
ご
自

　

身
の
か
ら
だ
を
、
今
日
に
い
た
る

　

ま
で
も
天
か
ら
降
る
生
け
る
パ
ン

　

と
し
て
、
提
供
し
て
お
ら
れ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
に
、
私
た
ち
は
イ
エ
ス

の
苦
難
、
ゲ
ッ
セ
マ
ニ
の
園
の
体
験

に
お
い
て
彼
と
一
体
化
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、

私
た
ち
も
彼
と
と
も
に
、
彼
の
復
活

に
お
い
て
栄
光
に
与
る
の
で
す
。

ア
ー
メ
ン
。

四
つ
の
福
音
書
の
す
べ
て
に
お
い
て
、

復
活
物
語
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、「
週

の
最
初
の
日
」
と
い
う
共
通
の
文
言

で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

⒜　

安
息
日
が
終
わ
り
、
週
の
初
め

の
日
の
明
け
方
に
、
マ
グ
ダ
ラ
の
マ

リ
ア
と
も
う
一
人
の
マ
リ
ア
が
、
墓

を
見
に
行
っ
た
。（
マ
タ
イ
28
・
１
）

⒝　

そ
し
て
、
週
の
初
め
の
日
の
朝

ご
く
早
く
、
日
が
出
る
と
す
ぐ
墓
に

行
っ
た
。（
マ
ル
コ
16
・
２
）

⒞　

し
か
し
、
週
の
初
め
の
日
の
明

け
方
早
く
、
準
備
し
て
お
い
た
香
料

を
持
っ
て
墓
に
行
っ
た
。（
ル
カ
24

・
１
）

⒟　

そ
の
日
、
す
な
わ
ち
週
の
初
め

の
日
の
夕
方
、
弟
子
た
ち
は
ユ
ダ
ヤ

人
を
恐
れ
て
、
自
分
た
ち
の
い
る
家

の
戸
に
鍵
を
か
け
て
い
た
。
そ
こ
へ
、

イ
エ
ス
が
来
て
真
ん
中
に
立
ち
、「

あ
な
た
が
た
に
平
和
が
あ
る
よ
う
に

」
と
言
わ
れ
た
。（
ヨ
ハ
ネ
20
・
19
）

な
ぜ
福
音
記
者
た
ち
は
、「
週
の
初

め
の
日
」
と
い
う
こ
の
語
句
を
用
い

た
の
か
。
こ
れ
は
私
た
ち
に
、
創
造

の
物
語
を
告
げ
る
旧
約
聖
書
を
、
そ

し
て
神
が
七
日
目
に
休
ま
れ
た
こ
と

を
思
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
は
安

息
日
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
後
に
ま

た
新
し
い
週
が
始
ま
り
ま
す
。
イ
エ

ス
の
復
活
は
私
た
ち
皆
に
と
っ
て
新

し
い
始
ま
り
な
の
で
す
。

イ　

エ　

ス　

の　

復　

活

　

�

カ
ル
ロ
ス
・
デ
ス
ー
ザ
（
ム
ン
バ
イ
）

～
『
カ
リ
ス
イ
ン
デ
ィ
ア
』
二
〇
二
三
年
四
月
号
掲
載
の
記
事
か
ら
～
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創
世
記
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
世
界

の
古
き
自
然
的
な
創
造
で
し
た
が
、

新
約
聖
書
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
復

活
さ
れ
た
イ
エ
ス
に
お
け
る
新
し
い

創
造
な
の
で
す
。

創
造
の
物
語
で
は
、
最
初
の
ア
ダ
ム

が
置
か
れ
た
の
は
、
エ
デ
ン
の
園
で

し
た
。
聖
ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書
に
お
い

て
は
、
新
し
い
ア
ダ
ム
で
あ
る
復
活

さ
れ
た
イ
エ
ス
は
、
最
初
の
証
し
人

で
あ
る
マ
リ
ア
・
マ
グ
ダ
レ
ナ
に
よ

っ
て
園
で
目
撃
さ
れ
た
の
で
す
。

　

最
初
の
園
で
は
、
ア
ダ
ム
は
破
滅…

と
死
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
第
二
の

園
で
は
、
イ
エ
ス
は
私
た
ち
に
希
望

と
い
の
ち
を
与
え
ま
す
。
イ
エ
ス
の

復
活
は
私
た
ち
キ
リ
ス
ト
者
の
信
仰

の
第
一
の
最
大
の
中
心
的
神
秘
で
す
。

そ
れ
は
人
類
史
に
お
け
る
ユ
ニ
ー
ク

な
出
来
事
な
の
で
す
。
イ
エ
ス
の
復

活
ほ
ど
の
偉
大
な
出
来
事
は
全
く
存

在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、
イ

エ
ス
の
生
涯
に
お
い
て
も
特
有
な
出

来
事
で
す
。
イ
エ
ス
の
復
活
な
く
し

て
は
、
イ
エ
ス
の
物
語
は
不
完
全
で

あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

福
音
書
の
中
で
は
、
イ
エ
ス
が
人
々

を
死
か
ら
生
き
返
ら
せ
た
三
つ
の
事

例
が
見
ら
れ
ま
す
。

⒜　

ナ
イ
ン
の
や
も
め
の
息
子
。
そ

れ
か
ら
彼
は
近
づ
い
て
棺
に
手
を
触

れ
ら
れ
る
と
、
担
い
で
い
る
人
た
ち

は
立
ち
止
ま
っ
た
。
イ
エ
ス
は
「
若

者
よ
、
あ
な
た
に
言
う
。
起
き
な
さ

い
」
と
言
わ
れ
た
。
す
る
と
死
人
は

起
き
上
が
っ
て
も
の
を
言
い
始
め
た
。

イ
エ
ス
は
息
子
を
そ
の
母
親
に
お
返

し
に
な
っ
た
。（
ル
カ
７
・
14

－

15
）

⒝　

イ
エ
ス
、
ラ
ザ
ロ
を
生
き
返
ら

せ
る
。
こ
う
言
っ
て
か
ら
、「
ラ
ザ…

ロ
、
出
て
来
な
さ
い
」
と
大
声
で
叫

ば
れ
た
。（
ヨ
ハ
ネ
11
・
43
）
す
る…

と
、
死
ん
で
い
た
人
が
、
手
と
足
を

布
で
巻
か
れ
た
ま
ま
出
て
来
た
。

⒞　

イ
エ
ス
、
ヤ
イ
ロ
の
娘
を
蘇
ら

せ
る
。
彼
は
子
供
の
手
を
取
っ
て
、

「
タ
リ
タ
、
ク
ム
」
と
言
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、「
少
女
よ
、
わ
た
し
は
あ

な
た
に
言
う
。
起
き
な
さ
い
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
少
女
は
す
ぐ
に
起

き
上
が
っ
て
、
歩
き
だ
し
た
。
も
う

十
二
歳
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
人
々
は
完
全
に
驚
い
て
し

ま
っ
た
。（
マ
ル
コ
５
・
41

－

42
）

結
局
の
と
こ
ろ
、
イ
エ
ス
が
蘇
ら
せ

た
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
再
び
亡
く
な

り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
イ
エ
ス
の

復
活
は
、
通
常
の
生
き
返
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
以
上
の
も
の

な
の
で
す
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
が
宣

言
す
る
信
仰
の
最
高
の
神
秘
で
す
。

⒜　

キ
リ
ス
ト
は
死
ん
で
復
活
し
ま

し
た
が
、
再
び
来
ら
れ
ま
す
。
⒝
死

に
ゆ
く
あ
な
た
は
私
た
ち
の
死
を
打

ち
滅
ぼ
し
、
復
活
さ
れ
る
あ
な
た
は

私
た
ち
の
命
を
回
復
さ
れ
ま
し
た
。

主
イ
エ
ス
よ
、
栄
光
の
う
ち
に
お
出

く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
が
信

仰
告
白
し
て
実
行
し
、
告
知
し
て
、

次
の
世
代
に
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
べ
き

神
秘
な
の
で
す
。

も
し
も
私
た
ち
が
イ
エ
ス
の
復
活
を

信
じ
な
い
な
ら
、
私
た
ち
の
宣
教
も

信
仰
も
無
駄
な
の
で
す
。
私
た
ち
の

信
仰
は
む
な
し
く
、
私
た
ち
は
今
も

な
お
罪
の
中
に
あ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
も
し
も
こ
の
世
の
生
活
の
た
め

だ
け
に
キ
リ
ス
ト
に
望
み
を
か
け
て

い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
私
た
ち
は
す

べ
て
の
人
の
中
で
最
も
惨
め
な
者
で

す
。（
一
コ
リ
ン
ト
15
・
12

－

19
）

イ
エ
ス
の
復
活
が
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、

イ
エ
ス
が
人
類
の
一
員
と
し
て
神
の

臨
在
と
力
と
栄
光
の
中
に
入
っ
て
来

ら
れ
る
か
ら
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う

に
し
て
イ
エ
ス
は
、
私
た
ち
も
ま
た
、

神
の
臨
在
と
力
と
栄
光
の
中
に
入
る

こ
と
を
可
能
に
し
た
の
で
す
。
私
た

ち
の
究
極
の
安
ら
ぎ
の
場
所
は
、
こ

の
地
上
の
地
理
的
な
場
所
で
は
な
く
、

墓
場
で
も
な
く
、
神
の
臨
在
の
う
ち

に
あ
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

は
、
私
た
ち
は
子
供
の
と
き
に
要
理

ク
ラ
ス
で
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
誰
が

あ
な
た
を
造
っ
た
の
で
す
か
。
神
様

が
私
を
造
っ
た
と
い
う
の
が
そ
の
答

え
で
し
た
。
そ
し
て
次
の
質
問
は
「

な
ぜ
神
様
は
あ
な
た
を
造
っ
た
の
で

す
か
」
で
し
た
。
そ
し
て
そ
の
答
え

は
、
神
様
を
知
り
、
愛
し
、
奉
仕…

し
、
一
緒
に
い
つ
ま
で
も
幸
せ
で
い

る
た
め
に
、
で
し
た
。
ア
ー
メ
ン
。


